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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（植木弘行君） 散会前に引き続き本日の会

議を開きます。 

  ただいまの出席議員は27名であります。 

  １番、岡本真芳君、11番、木下幸英君、20番、

水戸滋君、27番、平山英君より欠席する旨の届け

出があります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（植木弘行君） 本日の議事日程はお手元に

配付のとおりであります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第７８号～議案第９４号及

び請願・陳情の各常任委員長報

告、質疑、討論、採決 

○議長（植木弘行君） 日程第１、議案第78号から

議案第94号までの17件並びに請願・陳情等につい

ては、関係常任委員会に付託してあります。 

  各常任委員長は一括して審査の結果を報告願い

ます。 

  初めに、総務教育常任委員長の報告を求めます。 

  25番、相馬義一君。 

〔総務教育常任委員長 相馬義一君登壇〕 

○総務教育常任委員長（相馬義一君） おはようご

ざいます。 

  総務教育常任委員会の審査結果について、ご報

告いたします。 

  平成20年第５回那須塩原市議会定例会において

当委員会に付託された案件は、条例案件３件、予

算案件３件、その他の案件１件、請願１件、陳情

２件の10件であります。 

  これらを審査するため、12月15日月曜午前10時

から第１委員会室において、委員７名出席のもと、

執行部から部長、各課長等の出席を求め、審査を

行いました。 

  まず、議案第78号 平成20年度那須塩原市一般

会計補正予算（第３号）の審査結果について、人

件費の説明を除いて説明は省略し、質疑等を中心

に申し上げます。 

  まず、人件費補正については、人事異動に伴う

給与費の増減分の整理と、共済負担金の負担率改

定に伴う増加分の対応を行うもので、一般会計、

特別会計、水道事業会計を含めた総計で、給料、

マイナス4,736万9,000円、手当、マイナス2,770

万円、共済費等、マイナス38万3,000円、退職手

当、マイナス365万2,000円であり、補正額合計で

はマイナス7,910万4,000円となります。 

  次に、質疑の内容について申し上げます。 

  総務部総務課では、職員が減っている分、逆に

臨時職員がふえているのかとの質疑に対して、基

本的には今回の組織機構改革に伴い本庁方式にな

る。そのことによってスケールメリットが働くと

いう形でマイナスの部分がある。ただし、現業職

の場合は採用を控えているため、臨時職員で対応

しているとの答弁がなされました。 

  教育委員会教育総務課では、小中学校の耐震改

修事業で、耐震補強と改築工事の内容はとの質疑

に対して、耐震補強は筋交いなどにより補強を行

うもので、大規模な改修は基本的には考えていな

い。また、改築事業の東那須野中学校は、古い体

育館は新しいものが完成するまではそのまま使用

して、新しい建物、体育館を建てるという形にな

る。面積が既存の714㎡が1,237㎡になる。三島中

に関しては、既存の体育館を使いつつ体育館を設
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置していく。設置が終わったら、順次体育館等に

ついては解体する形になる。既存の古い建物に関

しては、補助金的な問題で残せないが、面積が既

存の918㎡が1,468㎡になるとの答弁がなされまし

た。 

  三島学校給食共同調理場改修事業で、予算額そ

のものが大分変わったわけで、その経過の中で９

億円を超えるような話で再度設計にもかけたとい

う経緯があるが、最終的には１億1,300万円も余

るということはどうなのかとの質疑に対して、再

設計の結果８億1,200万円の予算額であったが、

実際に執行した結果１億1,300万円という大きな

金額が減額計上になった。これは、予定価格と予

算額の差が約5,000万円、予定価格と落札額の差

が約6,200万円あり、このような額の差がでたも

のであり、大変申しわけないと思うが、理解をい

ただきたいとの答弁がなされました。 

  教育委員会学校教育課では、中学校活動支援事

業で、西那須野中学校が全国大会に出場するが、

どのくらいの補助金を出すのか、基準が決まって

いるのかとの質疑に対して、西那須野中学校につ

いては現在のところ申請が出されていないが、宿

泊費等は上限１人8,000円、人数は大会要綱にあ

る補欠を含む選手の人数分まで補助される。旅費

については、公共交通機関を利用した場合と借り

上げバスの場合とで比較して、安いほうの金額で

補助されるとの答弁がなされました。 

  議案第78号については、全員異議なく承認され

ました。 

  次に、議案第81号 平成20年度那須塩原市後期

高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、歳入

で後期高齢者医療保険料の減額、歳出で後期高齢

者医療広域連合納付金の減額など、歳入歳出それ

ぞれ１億1,319万7,000円を減額補正するもので、

全員異議なく承認されました。 

  議案第82号 平成20年度那須塩原市介護保険特

別会計補正予算（第２号）は、栃木県国民健康保

険連合会経由機関業務負担金、要介護認定システ

ム改修事業費などの計上で、歳入歳出それぞれ68

万2,000円を増額補正するもので、全員異議なく

承認されました。 

  次に、議案第87号 那須塩原市認可地縁団体印

鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正につい

ては、公益法人制度改革三法の施行に伴い、民法、

地方自治法が改正されることにより本条例の一部

を改正するもので、全員異議なく承認されました。 

  次に、議案第88号 那須塩原市税条例の一部を

改正する条例の一部改正については、今年度の税

制改正に基づき個人市民税の寄附金控除の対象と

なる寄附金の種類を追加するなどの改正で、全員

異議なく承認されました。 

  次に、議案第89号 那須塩原市学校給食共同調

理場設置条例の一部改正については、西那須野学

校給食共同調理場の新築移転のため条例で定める

位置を変更するものであります。 

  質疑では、西那須野地区にあるので西那須野学

校給食共同調理場という名称なのか。名称の整理

を含めた考え方はとの質疑に対し、現在の名称を

引き継いで、位置だけの変更である。ほかの施設

についても現在の名称を引き継いでいく考えであ

るとの答弁がなされました。 

  議案第89号については、全員異議なく承認され

ました。 

  次に、議案第92号 公の施設の指定管理者の指

定については、地方自治法第244条の２第６項の

規定により、37の公の施設の指定管理者を指定す

るため議会の議決を求めるものであります。 

  質疑では、緑地などは施設振興公社がシルバー

人材センターなどを活用しながらやっているよう

に見受けられるが、実態はとの質疑に対し、再委
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託をするような事業については担当課に戻し、担

当課が直接シルバーに委託する方式をとる形にし

たとの答弁がなされました。 

  議案第92号については、全員異議なく承認され

ました。 

  次に、請願第４号 法務省が所管する不動産登

記、商業・法人登記の登記事項証明書及び印鑑証

明書を発行する証明書発行請求機を那須塩原市に

設置することを法務大臣に要望する請願書の審査

結果について申し上げます。 

  執行部では、平成20年11月14日付で、市長名で

「宇都宮地方法務局黒磯出張所廃止に伴う「証明

書発行請求機」の設置について」という要望書を

提出しております。 

  意見では、行政としても要望書を出していると

いうことでもあり、今まで法務局を利用していた

方々の不便さを考えると、こういうものが必要で

あることから、本請願は採択すべきであるなどの

意見が出されました。 

  請願第４号については、全員異議なく採択と決

定されました。 

  次に、陳情第５号 那須塩原市立横林小学校の

統廃合に反対し、同小学校の存続を求める陳情の

審査結果について申し上げます。 

  学区審議会の最終答申がまだ出ていないので、

９月の継続審査にした理由づけが現段階で変わっ

ていないため、陳情第５号については全員異議な

く継続審査と決定されました。 

  次に、陳情第６号 『「協同労働の協同組合

法」（仮称）早期制定を求める意見書』採択をお

願いする陳情書の審査結果について申し上げます。 

  意見では、関東市議会議長会において協同労働

の協同組合法（仮称）の早期制定を推進している。

また、非正規労働者がふえている現状や雇用情勢

などを考えると、法制化は必要であるなどの意見

が出されました。 

  請願第６号については、全員異議なく採択と決

定されました。 

  以上が、総務教育常任委員会の審査結果の報告

であります。議員各位におかれましては、当委員

会の決定どおり賛同を賜りますようお願いを申し

上げまして、報告といたします。 

○議長（植木弘行君） 総務教育常任委員長の報告

が終わりました。 

  次に、福祉環境常任委員長の報告を求めます。 

  30番、金子哲也君。 

〔福祉環境常任委員長 金子哲也君登壇〕 

○福祉環境常任委員長（金子哲也君） 福祉環境常

任委員会の審査結果について、ご報告いたします。 

  当委員会に付託された案件は、補正予算案５件、

条例案２件、その他の案件１件の計８件でありま

す。 

  これらを審査するため、12月15日午前10時から

第４委員会室において、委員全員出席のもと、執

行部から部長、各課長等の出席を求め、審査を行

いました。 

  まず、議案第78号 平成20年度那須塩原市一般

会計補正予算（第３号）についての審査結果につ

いて申し上げます。 

  初めに、保健福祉部から申し上げます。 

  福祉担当課の主なものは、歳入では、民生費負

担金で、入園児の増加等に伴う保育料負担金472

万2,000円や広域入所受託分負担金474万8,000円、

また民生費国庫負担金では児童手当負担金3,314

万1,000円の増。さらに、県支出金でも児童手当

等1,324万5,000円、放課後児童対策事業補助金等

で1,131万9,000円を増額するものです。歳出では、

障害者福祉費や保育園管理費などの扶助費や賃金

等で１億8,948万2,000円を増額するものでありま

す。 
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  質疑では、社会福祉活動支援費2,383万8,000円

の減額について、社会福祉協議会への派遣職員６

名から３名への減に伴うとのことだが、その役職

名はとの質疑に対し、昨年度は事務局長、次長、

支所長２名、課長補佐１名、主査１名で、本年度

は本所の事務局長、地域福祉課長、黒磯支所の支

所長の３名であるなどの答弁がありました。 

  保健担当の主なものは、歳入で、こども医療費

助成事業補助金1,400万9,000円。歳出で主なもの

は予防接種事業1,900万円、母子保健事業1,149万

円、こども医療費助成事業1,756万8,000円であり

ます。 

  質疑では、後期高齢者医療広域連合負担金338

万8,000円の負担割合はとの質疑に対し、那須塩

原市は5.0755％の割合で、均等割と保険者の人数

割である。また、予防接種事業1,900万円で、は

しかの予防であるとのことであるが、増加の予想

は見込めなかったのかとの質疑に対し、全国的に

95％以上の予防接種をしないと蔓延してしまうの

で、その増加策が各市町にも要請されているため

であるとの答弁がなされました。 

 次に、生活環境部について申し上げます。 

  生活環境担当の主なものは、歳入で、清掃セン

ター解体基金繰入金1,000万円の減額。歳出で主

なものは、市営駐車場管理費で46万7,000円の増

額は、那須塩原駅東口駐車場管理機が老朽化によ

り故障がふえたことにより、新しい機械をリース

するためのものであり、西那須野清掃センター管

理運営事業、旧炉解体工事事前調査委託料1,000

万円の減額は、国の制度が変わり、財産処分の申

請が届け出制になったため、業者委託がなくなっ

たことによる減額であります。また、広域ごみ処

理施設負担事業331万4,000円の増額は、グリーン

オアシス負担金であります。 

  質疑には、西那須野清掃センター管理運営事業

の旧炉解体工事の委託に関し、業者に委託しなけ

ればならなかった内容とは何かとの質疑に対し、

解体の概算設計であるとの答弁がありました。ま

た、駐車場の管理機の故障はどのようなものかと

の質疑に対して、入庫の際に発券はされるが、出

庫するときに券を機械が読み込まず、駐車場から

車が出られない事故が続いたとの答弁がありまし

た。 

  議案第78号 平成20年度那須塩原市一般会計補

正予算（第３号）については、全員異議なく承認

されました。 

  次に、議案第79号 平成20年度那須塩原市国民

健康保険特別会計補正予算（第２号）についての

審査結果について申し上げます。 

  主なものは、人件費の調整と、特定健康診査等

事業費では健康診査、保健指導が当初の見込みよ

りふえたことによる増額。また、保健衛生普及費、

疾病予防費では、スイミング健康教室や人間ドッ

クの日帰り受診希望者が減ったことによる減額、

さらに在宅医療費等推進支援事業費では、重複多

受診者等訪問指導看護師２名募集のところ、１名

の応募しかなかったことによる減額で、歳入歳出

それぞれ513万4,000円を減額するものです。 

  質疑では、特定健康診査事業の内容はとの質疑

に対し、集団健診と個別健診であり、個別健診は

市内の内科系の診療所を中心に36カ所委託してい

る。集団健診は、県の事業団、健康クリニック、

厚生連の３カ所に委託している。保健指導につい

ては、積極的支援は市の保健師が直営で保健指導、

動機づけ支援は保健衛生事業団の保健師に委託し

ているとの答弁がありました。 

  議案第79号については、全員異議なく承認され

ました。 

  次に、議案第80号 平成20年度那須塩原市老人

保健特別会計補正予算（第２号）についての審査
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結果について申し上げます。 

  人件費の整理、国保連合会に対する第三者行為

損害賠償求償事務手数料の増加を見込む増額であ

り、全員異議なく承認されました。 

  次に、議案第81号 那須塩原市後期高齢者医療

特別会計補正予算（第１号）についての審査結果

について申し上げます。 

  歳入歳出の主なものとして、後期高齢者医療広

域連合納付金で１億1,416万5,000円の減額で、全

員異議なく承認されました。 

  次に、議案第82号 那須塩原市介護保険特別会

計補正予算（第２号）についての審査結果につい

て申し上げます。 

  歳出の主なものは、要介護認定システム改修事

業105万円であります。 

  質疑では、認定ソフトが配付されるに当たり予

定しているものはあるのかとの質疑に対し、国か

ら来ている説明資料等を審査会に提出し、準備は

していきたいとの答弁がありました。 

  議案第82号については、全員異議なく承認され

ました。 

  次に、議案第86号 那須塩原市地域活動支援セ

ンターの設置及び管理に関する条例の制定につい

ての審査結果について申し上げます。 

  本案は、平成21年度から、３カ所ある通所授産

施設等にかえて地域活動支援センターを設置する

ため、条例を制定するものです。 

  質疑では、第４条、団体生活に著しく支障を来

すおそれがないことというのはどの程度を考えて

いるのかとの質疑に対し、一般的範囲の中ではそ

ういうおそれはないと考えるが、もし起きてしま

った場合には、指定管理者と市で本人を含め確認

しながら、損害賠償等については対処していきた

いとの答弁がありました。 

  議案第86号については、全員異議なく承認され

ました。 

  次に、議案第90号 那須塩原市重度心身障害者

医療費助成に関する条例の一部改正についての審

査結果について申し上げます。 

  現在、65歳以上75歳未満で一定の障害のある方

に関し、後期高齢者医療制度への加入が要件とな

っている重度心身障害者医療費助成について、平

成21年４月から後期高齢者医療制度への加入を助

成要件とせず、保険の種類にかかわらず医療費総

額の１割相当額を上限に助成するため条例の一部

を改正するものであり、全員異議なく承認されま

した。 

  次に、議案第92号 公の施設の指定管理者の指

定についての審査結果について申し上げます。 

  本案は、公の施設の指定管理者の指定について、

地方自治法第244条の２第６項の規定により、当

委員会所管の４施設の指定管理者を指定するため

議会の議決を求めるもので、全員異議なく承認さ

れました。 

  以上が福祉環境常任委員会の審査結果の報告で

あります。議員各位におかれましては、当委員会

の決定どおり賛同を賜りますようお願い申し上げ

まして、報告といたします。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 福祉環境常任委員長の報告

が終わりました。 

  次に、産業観光常任委員長の報告を求めます。 

  18番、君島一郎君。 

〔産業観光常任委員長 君島一郎君登壇〕 

○産業観光常任委員長（君島一郎君） それでは、

産業観光常任委員会に付託されました議案につい

て、審査の経過と結果をご報告申し上げます。 

  平成20年第５回那須塩原市議会定例会において

当委員会に付託された案件は、予算案件１件、そ

の他の案件１件の計２件であります。 
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  これらを審査するため、12月15日午前10時より

第３委員会室において、委員７名出席のもと、所

管部長等を初め関係職員の出席を求め、慎重に審

査を行いました。以下はその審査の経過と結果で

あります。 

  初めに、議案第78号 平成20年度那須塩原市一

般会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

  まず、農業委員会から申し上げます。 

  歳入では、15款２項４目で農業委員会交付金

8,000円の減額、農業経営基盤強化措置特別会計

事務取扱交付金２万2,000円の減額、20款４項４

目農業者年金業務委託料手数料４万9,000円の増

額であります。 

  歳出では、６款１項１目農業委員会運営費で旅

費76万円の減額は、３年に１回の全体研修を来年

度に送ったためのものであり、また有料道路通行

料４万円の減額も研修に伴うものであります。普

通旅費8,000円の減額は交付金の減額によるもの

であり、農業者年金業務委託料は交付金の増額と

組み替えによる調整である旨、説明がありました。 

  次に、農務部門について申し上げます。 

  債務負担行為補正の追加は、平成20年度経営緊

急安定対策利子補給で、農業経営に深刻な影響が

出ているため、緊急融資に対する利子補給であり

ます。また、那須塩原市青木ふるさと物産センタ

ーと那須塩原市地域資源総合管理施設は、本年度

で委託期間が終了するため、平成23年度まで設定

するものであります。 

  歳入については、20款４項４目農林水産業費雑

入175万4,000円は、平成８年度畜産事業を実施し

た事業主体が農業経営をやめたため、残存期間に

基づく返還金であります。 

  歳出では、６款１項２目農業振興対策費食の街

道推進協議会20万円は、那須農業振興事務所管内

において、食の街道として地域のイメージアップ

を図るため、協議会を設立し事業実施をする負担

金です。委託料は、原油高騰による光熱水費の不

足が生じたため、アグリパル塩原の委託料を164

万6,000円増額するものです。６款１項５目畜産

振興対策費の償還金は、平成８年度集落ぐるみ畜

産環境改善対策事業により、堆肥の乾燥施設を整

備したが、酪農経営をやめることにより、県への

補助金返還であります。歳入との差額15万円は、

旧西那須野町時代、補助金の上乗せ分です。堆肥

センター管理運営事業では、臨時職員の不足分の

賃金の増、原油高騰による燃料費の増、クレーン

つめの交換等と、オガ粉の値上がりによる増額で

ある旨説明がありました。 

  次に、商工観光部門について申し上げます。 

  歳入では、15款２項１目総務費補助金５万円は、

わがまち自慢推進事業交付金で、黒磯駅前活性化

事業が承認されたものです。16款２項１目不動産

売払い収入のうち、黒磯地区観光施設整備事業

294万1,000円は、広葉樹への植生変換による杉伐

採の売り上げ収入です。18款１項１目基金繰入金

のうち吊橋整備基金繰入金28万4,000円は、もみ

じ谷大吊橋修繕のためのものです。 

  歳出で、６款１項11目板室健康のゆグリーング

リーン管理運営240万2,000円は、原油高騰による

不足分です。７款１項２目商工振興推進費の補助

金、中小企業融資保証料400万円の増は、周知の

徹底、早期完済者の増による不足分です。黒磯駅

前活性化事業の10万円は、わがまち自慢推進事業

の交付金に伴うものです。７款２項３目もみじ谷

大吊橋管理事業28万4,000円は、吊橋補修用床版

です。塩原温泉華の湯管理事業86万5,000円と塩

原温泉家族旅行村管理事業27万7,000円は、とも

に原油高騰による不足分の増額です。（仮称）門

前交流広場管理事業８万6,000円は、トイレと11

月に完成した交流室の不足分です。７款２項４目
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黒磯地区観光施設整備事業1,038万7,000円は、ホ

タル繁殖用ポンプ電気代、杉からの植生変換、ホ

タル繁殖用ポンプ設置工事費等であります。 

  債務負担行為補正の追加は、本年度で委託期間

が終了する板室健康のゆグリーングリーンほか５

施設を、平成23年度まで設定するものである旨、

説明がありました。 

  委員より、農業経営緊急安定対策の利子補給で、

生産目標達成者とは。畜産振興対策費で、旧西那

須野町時代の上乗せとは。黒磯地区観光施設整備

事業の場所と内容は。中小企業融資保証料が20年

度大幅に増加するというが、見通しか、現状か等

の質疑があり、米の生産調整配分数量達成者であ

る。県の補助金に100万円の上乗せをしていた。

それが歳入と歳出の差が15万円になる。板室園地

の池でホタルを繁殖し、木の俣地区には学校林が

あり、それを伐採し広葉樹に植えかえをするもの

である。12月現在の見込みである。足利銀行破綻

後５年がたち、返済が来ているものも多少あると

思う等の答弁があり、議案第78号 平成20年度那

須塩原市一般会計補正予算（第３号）については、

出席委員全員が異議なく承認をいたしました。 

  次に、議案第92号 公の施設の指定管理者の指

定についての審査結果について申し上げます。 

  本案は、公の施設の指定管理者について、地方

自治法第244条の２第６項の規定により、当委員

会所管の８施設の指定管理者を指定するため議会

の議決を求めるもので、出席委員全員異議なく承

認されました。 

  以上が当委員会に付託された議案の審査経過と

結果であります。議員各位におかれましても、当

委員会の決定どおりご賛同を賜りますようお願い

を申し上げ、報告といたします。 

○議長（植木弘行君） 産業観光常任委員長の報告

が終わりました。 

  次に、建設水道常任委員長の報告を求めます。 

  15番、石川英男君。 

〔建設水道常任委員長 石川英男君登壇〕 

○建設水道常任委員長（石川英男君） 建設水道常

任委員会の審査の経過と結果についてご報告申し

上げます。 

  平成20年第５回那須塩原市議会定例会において

当委員会に付託された案件は、補正予算案件４件、

条例案件１件、その他の案件３件、計８件と陳情

１件であります。 

  これらを審査するため、去る12月15日午前10時

から第２委員会室において、委員全員出席のもと、

所管部長、関係職員の出席を求め、慎重に審査を

行いました。以下はその審査の経過と結果であり

ますが、ご報告に当たりましては各委員の質疑等

を中心に申し上げます。 

  初めに、議案第78号 平成20年度那須塩原市一

般会計補正予算（第３号）について申し上げます。 

  上下水道部下水道課から申し上げます。 

  今回の補正は、人件費の整理に伴い特別会計へ

の繰出金を減額するものであります。 

  次に、建設部都市整備課について申し上げます。 

  委員からは、若松団地住宅解体事業で更地にし

ておいた部分は、将来的に計画があるのかとの質

疑があり、駐車場が不足し違法駐車がふえている

ので、駐車場の臨時利用を考えているとの答弁が

ありました。また、３・４・１本郷通り工事の進

捗等に関する質疑等に対して、本年度で６割近く

の工事状況となる。工事の時間が制約される部分

があり、24時間のうち１時間半しか工事ができな

い状況である。これを過ぎれば工事が早くなる可

能性もあるが、まだはっきりしない。工事費の総

額については変更ないとの答弁がありました。 

  続いて、道路課について申し上げます。 

  委員から、熊久保芦ノ又線については、道路の
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拡幅工事も含めて買収していくのかとの質疑があ

り、事業の実施に向けた計画を策定し、来年度国

に提出することになるので、その路線測量の調査

費用を計上した。幅員はまだ決まっていないが、

現道はかなり狭いので、拡幅は考えているとの答

弁がありました。また、道路賠償保険料の質疑に

対しては、冠水による補償金額が通常より大きな

ものが幾つかあり、不足してしまったとの答弁が

ありました。 

  続いて、建築指導課について申し上げます。 

  委員から、戸建の住宅耐震改修助成は、どの程

度の大きさの住宅を対象としているのかとの質疑

があり、木造住宅120㎡程度で120万円と見て、そ

の２分の１、60万円を限度に補助したいと考えて

いるとの答弁がありました。 

  続いて、区画整理課について申し上げます。 

  今回の補正は、那須塩原駅北土地区画整理事業

において、工事請負費と補償、補てん及び賠償金

の予算の組み替えを行うものです。 

  議案第78号については、全員異議なく承認いた

しました。 

  次に、議案第83号 平成20年度那須塩原市下水

道事業特別会計補正予算（第３号）について申し

上げます。 

  今回の補正は、人件費の整理に伴い一般会計繰

入金を減額するもので、全員異議なく承認いたし

ました。 

  次に、議案第84号 平成20年度那須塩原市簡易

水道事業特別会計補正予算（第２号）について申

し上げます。 

  今回の主な内容は、人件費の調整のほか、上下

水道料金の徴収事務に係る委託料の減額、漏水調

査に基づく漏水管・送水管の修繕費を計上するも

ので、全員異議なく承認いたしました。 

  次に、議案第85号 平成20年度那須塩原市水道

事業会計補正予算（第２号）について申し上げま

す。 

  今回の補正は、人件費の調整のほか、上下水道

料金の徴収事務に係る委託料を減額するものであ

り、全員異議なく承認いたしました。 

  次に、議案第91号 那須塩原市水道事業設置等

に関する条例及び那須塩原市水道事業給水条例の

一部改正について申し上げます。 

  委員からは、説明を聞く限りでは、給水人口や

１日最大給水量の数値自体が余り大切ではないと

感じるがとの質疑があり、厚生労働大臣の認可を

受ける上で重要な数値になってくるとの答弁があ

りました。また、給水人口と１日最大給水量の数

値の変更はあり得ないという理解でよいのかとの

質疑に対し、変更認可が必要となった場合には条

例の改正等も必要になってくるとの答弁がありま

した。 

  議案第91号については、全員異議なく承認いた

しました。 

  次に、議案第92号 公の施設の指定管理者の指

定について申し上げます。 

  委員から、西那須野の大山公園や一本杉緑地な

どの小さなものについては、地元の商店街や地域

にお願いして、地域活性の場として地元に根強く

張りつけていくのも一つの方法と思う。一般管理

の部分では、清掃的なものは地域の組織やボラン

ティアもできるので、今後の選定に当たっては、

そうしたものとうまく結びつけていくようお願い

するとの要望がありました。 

  議案第92号については、全員異議なく承認いた

しました。 

  次に、議案第93号 大田原市から北那須流域関

連西那須野公共下水道への区域外流入について申

し上げます。 

  委員からは、申し込みのあった大田原市加治屋
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地区の今後の計画はあるのかとの質疑があり、

461号線と加治屋掘り線までの計画はあるが、そ

れ以降については現在ないということであったと

の答弁がありました。 

  討論では、市の区域をまたいだ区域外流入は、

両市の間でうまくやってほしいと願い賛成すると

の討論がありました。 

  議案第93号については、全員異議なく承認いた

しました。 

  次に、議案第94号 市道路線の認定について申

し上げます。 

  委員からは、塩原街道線の博物館のところにあ

る道の駅は、国道の扱いで認可を受けてできたも

のだが、との質疑があり、国道区域としての道の

駅になっているが、道路区域と一体のものという

ことで、市のほうで管理せざるを得ないと考えて

いるとの答弁がありました。 

  議案第94号については、全員異議なく承認いた

しました。 

  最後に、陳情第８号 公営水道の敷設、給水に

関する陳情書について申し上げます。 

  本件の審査に当たり、当委員会では陳情地域の

現状を事前に把握することを目的として、執行部

の同行のもと、去る12月12日現地確認を行い、当

日の審査に臨みました。 

  意見としては、水道計画に盛り込めるだけの条

件を整えてから出していただいたほうがよい、市

が抱えている水道事業の問題を考えると、区域

内・区域外ははっきりとけじめをつけるべきだと

の意見や、５カ所の地域の条件が違うため、もう

少し情報を得た中で判断をしてもいいのではない

かと、給水を受ける側としての条件や提案など、

調査する時間をかけてはどうかなど、継続審査と

する意見が出されました。 

  陳情第８号については、全員異議なく継続審査

と決定いたしました。 

  以上が当委員会における審査の経過と結果であ

ります。議員各位におかれましては、当委員会決

定どおりご賛同を賜りますようお願い申し上げ、

報告といたします。 

○議長（植木弘行君） 建設水道常任委員長の報告

が終わりました。 

  以上で、各常任委員長の審査結果の報告が終わ

りました。 

  各常任委員長の報告に対し、質疑を許します。 

  ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、各常任委員長の報告に

基づき、討論、採決を行います。 

  まず、議案第86号 那須塩原市地域活動支援セ

ンターの設置及び管理に関する条例の制定につい

て討論を許します。 

  12番、早乙女順子君。 

〔１２番 早乙女順子君登壇〕 

○１２番（早乙女順子君） 議案第86号 那須塩原

市地域活動支援センターの設置及び管理に関する

条例の制定について討論いたします。 

  地域活動支援センターの設置及び管理に関する

条例の対象となるふれあいの森は、塩原地区の通

所授産施設で、特定の団体として那須塩原市社会

福祉協議会を指定して運営してきました。同様の

施設の黒磯地区の心の里、西那須野地区のつくし

共同作業所も社協を指定管理者として運営してき

ました。これら３つの小規模作業所の運営費は、

市の福祉予算で賄われていましたが、障害者自立

支援法に従った運営に移行の予定です。 
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  障害者自立支援法においては、自立支援給付と

地域生活支援事業によるサービスがあります。自

立支援給付は義務的経費として財源確保ができま

すが、地域生活支援事業における地域活動支援セ

ンターなど各種サービスは裁量的経費で、市町村

にとっては財源の確保が困難となる場合もありま

す。そのためか、心の里とつくし共同作業所は那

須塩原市社会福祉協議会に民営化し、自立支援給

付の生活介護と就労継続Ｂ型の事業に移行予定で、

財源確保を社会福祉協議会に任せたと言えます。 

  ふれあいの森だけ地域生活支援事業の地域活動

支援センターへ移行します。自立支援給付の事業

を選択せず、地方交付税が措置される地域活動支

援センター事業として基礎的事業を選択する予定

です。基礎的事業の内容は、条例第３条で明記し

ている創作的活動または生産活動の機会の提供、

社会との交流の促進等となります。小規模作業所

からせっかく地域活動支援センターに移行するの

に、地域活動支援センター機能強化を図るための

事業は行いません。このことは、障害者自立支援

法に従った運営に移行しながら、障害者自立支援

法のいうところの、より利用者の立場に立った地

域生活支援となっていないと思えてなりません。 

  また、心の里とつくし共同作業所は、自立支援

給付となることで、月払いでなく経営上不安定な

日払いの報酬となり、利用者が毎日通所しないと

採算がとれず、十分な職員配置ができなくなるの

ではと心配されます。さらに、地域活動支援セン

ターとして残ったふれあいの森も使用料が発生す

ることから、利用を控える人が出るのではと危惧

されます。３施設の今後に不安があります。それ

でも障害者自立支援法への移行は避けられないも

のなのでしょう。 

  そこで、せっかく地域活動支援センターに移行

するのですから、すぐにとは言いませんが、基礎

的事業を行うことにとどまらず、地域活動支援セ

ンター機能強化を図るための事業として相談事業、

機能訓練、社会適応訓練等、自立と生きがいを高

めるための事業など、さまざまな事業を展開でき

る地域活動支援センターに発展されることを願い

ます。また、質の高いサービスが提供されること

を期待いたします。 

  最後に、障害を持った子どもたちの居場所づく

りをしてきた親御さんたちの期待を裏切ることが

ない運営がされることを要望して、那須塩原市地

域活動支援センターの設置及び管理に関する条例

の制定について賛成いたします。 

○議長（植木弘行君） 以上で討論を終結いたしま

す。 

  採決いたします。 

  議案第86号については福祉環境常任委員長報告

のとおり決することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第86号については、原案のとおり

可決されました。 

  次に、議案第87号 那須塩原市認可地縁団体印

鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正につい

てから議案第91号 那須塩原市水道事業の設置等

に関する条例及び那須塩原市水道事業給水条例の

一部改正についてまでの５件については、討論の

通告者がおりませんので、討論を省略いたします。 

  採決いたします。 

  議案第87号から議案第91号までの５件について

は、総務教育、福祉環境、建設水道の各常任委員

長報告のとおり決することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第87号から議案第91号までの５件

については、原案のとおり可決されました。 

－270－ 



  次に、議案第78号 平成20年度那須塩原市一般

会計補正予算（第３号）から議案第85号 平成20

年度那須塩原市水道事業会計補正予算（第２号）

までの８件については、討論の通告者がおりませ

んので、討論を省略いたします。 

  採決いたします。 

  議案第78号から議案第85号までの８件について

は、総務教育、福祉環境、産業観光、建設水道の

各常任委員長の報告のとおりとすることで異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第78号から議案第85号までの８件

については、原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第92号 公の施設の指定管理者の指

定についてから議案第94号 市道路線の認定につ

いてまでの３件については、討論の通告者がおり

ませんので、討論を省略いたします。 

  採決いたします。 

  議案第92号から議案第94号までの３件について

は、総務教育、福祉環境、産業観光、建設水道の

各常任委員長の報告のとおり決することで異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第92号から議案第94号までの３件

については、原案のとおり可決されました。 

  次に、請願・陳情について。 

  請願第４号については、討論通告者がおりませ

んので、討論を終結いたします。 

  請願第４号について、総務教育常任委員長報告

は採択です。 

  採決いたします。 

  請願第４号については、総務教育常任委員長報

告のとおり採択と決することに賛成の諸君の起立

を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（植木弘行君） 起立多数。 

  よって、請願第４号については採択と決しまし

た。 

  次に、陳情第６号については、討論通告者がお

りませんので、討論を終結いたします。 

  陳情第６号について、総務教育常任委員長報告

は採択です。 

  採決いたします。 

  陳情第６号については、総務教育常任委員長報

告のとおり採択と決することに賛成の諸君の起立

を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（植木弘行君） 起立多数。 

  よって、陳情第６号については採択と決しまし

た。 

  陳情第５号及び陳情第８号については、総務教

育、建設水道常任委員長報告のとおり継続審査と

なりましたので、報告いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９５号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○議長（植木弘行君） 日程第２、議案第95号 那

須塩原市国民健康保険条例の一部改正についてを

議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  副市長。 

○副市長（君島 寛君） 議案第95号 那須塩原市

国民健康保険条例の一部改正について、提案のご

説明を申し上げます。 

  議案書は１ページ、議案資料も１ページとなり

ます。 

－271－ 



  全国的に産科の医師不足や妊産婦の受け入れ拒

否などが大きな問題となっている中で、この対策

として平成21年１月１日から分娩に関連して発症

した重度脳性麻痺児に対する補償の機能と脳性麻

痺の原因分析、再発防止の機能等をあわせ持つ、

産科医療補償制度が発足いたします。補償のため

の掛け金は、医療機関等が３万円負担しますが、

その負担に伴い分娩費の上昇が見込まれておりま

す。このため本案は、平成21年１月１日から産科

医療補償制度への加入医療機関等での出産につい

て、３万円を加算して出産育児一時金を支給でき

るよう改正するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご決定くださいますよう

お願い申し上げます。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

  本案について質疑を許します。 

  ５番、髙久好一君。 

○５番（髙久好一君） ５番、髙久好一です。 

  その３万円を加算し支給するというのがありま

すが、この３万円の出どころと、市民の負担があ

るのか、ないのか、ここの確認をしたいんですが、

お願いします。 

○議長（植木弘行君） 保健福祉部長。 

○保健福祉部長（平山照夫君） ３万円の出どころ

ということでございますので、この３万円の、今

回産科医療補償制度そのものは、各保険者、社会

保険も含めまして、市の場合ですと国民健康保険

を運営しているわけですけれども、そこの保険者

で出すということになりますので、出どころとい

たしましては、その国民健康保険の加入者である

保険税等から支出するということになりますが、

市民の負担はということですが、これに対してそ

れだけの市民の負担ということはございませんけ

れども、ただ国民健康保険に加入されている方全

体の中からの支出ということになりますので、加

入されている方からは何がしかの負担ということ

にはなるかと思います。 

  以上でございます。 

○議長（植木弘行君） ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（植木弘行君） ほかにないようですので、

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（植木弘行君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

  ５番、髙久好一君。 

〔５番 髙久好一君登壇〕 

○５番（髙久好一君） ５番、髙久好一です。 

  議案第95号 那須塩原市国民健康保険条例の一

部改正案について賛成する討論です。 

  今回の議案は、先ほど説明されたとおり分娩に

関連して発症した脳性麻痺児に対する補償と原因

分析を行う制度で、来年１月１日からスタートす

るものです。 

  補償のための掛け金は医療機関等が３万円を負

担し、医療費の上昇が見込まれるため３万円を出

産育児一時金で加算して支給するもので、当面の

市民の負担はありません。これまでに日本には医

療事故の被害者を救済する制度、公的制度が存在

せず、被害者が何の救済も受けられない、長い間

裁判を闘わないと補償されないという状況が続い

てきました。 

  医療事故にかかわる訴訟の増加は、医療従事者

のストレスも増大させ、勤務医の退職、医師不足

の加速をさせる要因ともなっています。ヨーロッ

パ諸国などでは、政府の責任で恒常的に基金を積

み立て医療事故の被害者を救済する、無過失補償
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制度が整備されています。医療事故の被害者、家

族、日本医師会など、医療関係者はこの間、日本

にも無過失医療制度をつくるべきだと政府に繰り

返し要求してきました。日本共産党は07年２月に

発表した医師不足打開策などで、幅広い医療事故

に対応する無過失補償制度の創設を掲げ、そのた

めに力を尽くしてきました。今回の産科医療補償

制度は、このような声に押されてつくられたもの

です。 

  ただ、来年１月からスタートするこの制度には、

幾つかの問題点があることを指摘しておかなけれ

ばなりません。産科医療補償制度の対象となるの

は、通常出産にもかかわらず子どもが脳性麻痺に

なった場合のケースに限られます。出産が通常と

みなされないケースや、障害者が脳性麻痺以外の

ケース、妊婦が医療事故の被害を受けたケースな

どは対象になりません。 

  また、基金の運営は、民間保険会社に丸投げさ

れており、営利本位に運営されるのではないかと

の懸念の声が出ています。ヨーロッパ諸国など、

無過失補償制度はいずれも国あるいは公共企業体

であり、営利企業に任せるのは世界で日本だけで

す。保険金を支給するかどうかを決定する日本医

療機能評価機構に厚生労働省の元幹部が天下りし

ていることから、透明性、公正性にも疑問の声が

上がっています。私たち日本共産党はこうした制

度の問題点を指摘し、対象の拡大、民間保険への

丸投げをやめて公共制度に改編する、掛け金、補

償金額の水準の再検討、制度の透明性、公平性の

確保などの改善を求めていきます。 

  現行制度の抜本的な見直しを進めながら、諸外

国のように幅広い医療事故に対応できる無過失補

償制度の創設を目指すのが、私たち日本共産党の

立場です。よって、議案第95号 那須塩原市国民

健康保険条例の一部改正案について賛成するもの

です。 

○議長（植木弘行君） 31番、松原勇君。 

〔３１番 松原 勇君登壇〕 

○３１番（松原 勇君） 議席31番、松原勇であり

ます。 

  議案第95号 那須塩原市国民健康保険条例の一

部改正について賛成の立場で討論いたします。 

  分娩に関する紛争事例が増加し、全国的に産科

の医師の減少が問題となる中、奈良県や東京都で

の妊産婦のたらい回しによる事件が発生している

ところであります。 

  このような状況を解決する一つの方法として、

平成21年１月１日から、分娩に関連して発症した

重度脳性麻痺児に対する補償の機能と、脳性麻痺

の原因分析、再発防止の機能等をあわせ持つ産科

医療補償制度が発足することとなりました。 

  本案は、この補償制度の負担に伴い分娩費の上

昇が見込まれることから、出産育児一時金で上昇

分の補てんを行うものであります。安心・安全な

出産のための環境を整え、産科医の減少と少子化

の対策として評価できるものであります。したが

って、本案に賛成をいたします。 

○議長（植木弘行君） ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（植木弘行君） ほかにないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、討論を終結いたします。 

  これより採決いたします。 

  議案第95号については、原案のとおり決するこ

とで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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  ここで10分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時０８分 

 

再開 午前１１時１８分 

 

○議長（植木弘行君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議員の派遣について 

○議長（植木弘行君） 日程第３、議員の派遣につ

いてを議題といたします。 

  創生会代表の若松東征君、清流会代表の松原勇

君から会議規則第159条の規定により、お手元に

配付いたしました会派視察研修の計画書が提出さ

れておりまず。 

  お諮りいたします。 

  これを許可することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、計画書のとおりこれを許可することに

決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議会運営委員会並びに常任委員

会行政視察の報告について 

○議長（植木弘行君） 日程第４、議会運営委員会

並びに常任委員会行政視察の報告についてを議題

といたします。 

  議会運営副委員長ならびに各常任委員長及び副

委員長の報告を求めます。 

  初めに、議会運営副委員長、18番、君島一郎君。 

〔議会運営副委員長 君島一郎君登壇〕 

○議会運営副委員長（君島一郎君） それでは、議

会運営委員会の行政視察の報告をいたします。 

  議会運営委員会は、去る平成20年10月20日から

10月22日にかけまして、愛知県豊橋市、兵庫県西

脇市の行政視察をしてまいりました。 

  両市とも市の概要と議会の運営について行政視

察をしてまいりました。特に、議会運営の中では、

議会改革に中心を置き行政視察をしてまいりまし

た。 

  なお、詳細につきましては、皆さんのお手元に

配付されております報告書のほうをお目通しいた

だきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 報告が終わりました。 

  次に、総務教育常任委員長、25番、相馬義一君。 

〔総務教育常任委員長 相馬義一君登壇〕 

○総務教育常任委員長（相馬義一君） 総務教育常

任委員会の行政視察について報告申し上げます。 

  去る平成20年10月６日月曜日から８日水曜日ま

での３日間、委員８名、随行員１名の９名で行政

視察を行いました。 

  視察地と視察項目については、長野県小諸市で

行財政改革について、上田市で防災計画について

（上田市洪水ハザードマップ）の視察を行いまし

た。また、小布施町で町並み景観についてを、長

野市で体育施設についての視察を行いました。 

  詳細につきましては、お手元に配付されており

ます報告書をご一読いただきたいと思います。 

  以上で報告を終わります。 

○議長（植木弘行君） 報告が終わりました。 

  次に、福祉環境常任委員長、30番、金子哲也君。 

〔福祉環境常任委員長 金子哲也君登壇〕 

○福祉環境常任委員長（金子哲也君） 福祉環境常

任委員会の行政視察の報告を申し上げます。 
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  平成20年10月１日から10月３日まで、委員８名、

随行員１名で視察をしてまいりました。 

  10月１日、山口県宇部市、地域省エネルギービ

ジョン・地球温暖化対策について。10月２日、山

口県萩市、水道水源保護条例について。10月３日、

山口県美祢市、産業廃棄物処理施設建設問題につ

いての行政視察をしてまいりました。 

  詳細については冊子のお目通しをお願いいたし

ます。 

○議長（植木弘行君） 報告が終わりました。 

  次に、産業観光常任委員長、18番、君島一郎君。 

〔産業観光常任委員長 君島一郎君登壇〕 

○産業観光常任委員長（君島一郎君） それでは、

産業観光常任委員会の行政視察の報告をいたしま

す。 

  産業観光常任委員会は、去る10月７日から10月

９日にかけまして、福岡県大木町、福岡県久留米

市、福岡県前原市に行政視察をしてまいりました。 

  大木町におきましては大木町バイオマスタウン

構想について、久留米市につきましては福岡バイ

オバレープロジェクトについて、前原市につきま

しては大規模直売システム「伊都菜彩」について

を行政視察してまいりました。 

  なお、詳細につきましては、皆さんのお手元に

配付されております報告書のほうをお目通しいた

だきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（植木弘行君） 報告が終わりました。 

  次に、建設水道常任副委員長、23番、若松東征

君。 

   〔建設水道常任副委員長 若松東征君登壇〕 

○建設水道常任副委員長（若松東征君） 建設水道

常任委員会の行政視察におきまして、委員長が病

気療養中により欠席でありましたので、委員長に

かわりまして私からご報告申し上げます。 

  去る10月８日から10月10日までの３日間、委員

５名、随行員１名の６名で、大阪の茨木市、兵庫

県の三田市、京都府の長岡京市の３カ所の視察を

行いました。 

  当委員会では、ことしの夏、全国各地でゲリラ

豪雨による被害が相次いだことを受け、雨水排水

対策の現況と課題、今後の取り組みについてを共

通テーマとして各地の視察を行ってきました。 

  茨木市では雨水貯留のタンク設置補助制度を、

三田市では雨水貯留施設転用補助金を、長岡京市

では今里貯留幹線事業について視察を行いました。

詳細につきましては、お手元に配付の報告書をご

一読いただきたいと思います。 

  以上で報告を終わります。 

○議長（植木弘行君） 報告が終わりました。 

  以上で議会運営委員会並びに常任委員会行政視

察の報告を終わります。 

  議案書配付のため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時２５分 

 

再開 午前１１時２８分 

 

○議長（植木弘行君） 休憩前に戻り会議を開きま

す。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎日程の追加 

○議長（植木弘行君） 追加議事日程第１号に入り

ます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎発議第９号の上程、説明、質疑、
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討論、採決 

○議長（植木弘行君） 日程第１、発議第９号 宇

都宮地方法務局黒磯出張所廃止に伴う「証明書発

行請求機」の設置を求める意見書の提出について

を議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  総務教育常任委員長、25番、相馬義一君。 

〔総務教育常任委員長 相馬義一君登壇〕 

○総務教育常任委員長（相馬義一君） 発議第９

号 宇都宮地方法務局黒磯出張所廃止に伴う「証

明書発行請求機」の設置を求める意見書の提出に

ついて説明いたします。 

  宇都宮地方法務局黒磯出張所の廃止は、年間６

万件を超える利用があることから市民生活に多大

な影響を与えるものであるため、市役所等への証

明書発行請求機の設置を強く要望するものであり

ます。 

  よろしくご理解の上、ご賛同賜りますようお願

いを申し上げまして、説明といたします。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

  本案について質疑を許します。 

  ありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（植木弘行君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  発議第９号については、原案のとおり決するこ

とで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎発議第１０号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○議長（植木弘行君） 次に、日程第２、発議第10

号 「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やか

な制定を求める意見書の提出についてを議題とい

たします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  総務教育常任委員長、25番、相馬義一君。 

〔総務教育常任委員長 相馬義一君登壇〕 

○総務教育常任委員長（相馬義一君） 発議第10

号 「協同労働の協同組合法（仮称）」の速やか

な制定を求める意見書の提出について説明いたし

ます。 

  労働環境の大きな変化の中、働く機会が得られ

ないことでワーキングプア、ネットカフェ難民、

偽装請負など新たな貧困が広まっております。だ

れもが希望と誇りを持って働く、仕事を通じて安

心と豊かさを実感できるコミュニティーをつくる、

人とのつながりや社会とのつながりを感じる、こ

うした働き方を目指す協同労働の協同組合は、生

きることに困難を抱える人々自身が社会連帯の中

で仕事を起こし、社会に参加する道を開くもので

あります。 

  こうした社会の実情を踏まえ、国において協同

労働の協同組合法の速やかなる制定を求めるもの

であります。 

  よろしくご理解の上、ご賛同賜りますようお願
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いを申し上げまして、説明といたします。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

  本案について質疑を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（植木弘行君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認め、討論を終

結いたします。 

  これより採決いたします。 

  発議第10号については、原案のとおり決するこ

とで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎発議第１１号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○議長（植木弘行君） 次に、日程第３、発議第11

号 地方議会議員の年金制度に関する意見書の提

出についてを議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  31番、松原勇君。 

〔３１番 松原 勇君登壇〕 

○３１番（松原 勇君） 発議第11号 地方議会議

員の年金制度に関する意見書の提出について説明

いたします。 

  本意見書は、制度の維持が危機的状況にある議

員年金制度について、年金財政再建のために全国

の市議会が一致団結して運動していくことが必要

であることから、栃木県市議会議長会から意見書

提出の協力依頼がありました。 

  本市議会としても、この趣旨に賛同し、本意見

書を提出するものであります。 

  よろしくご理解の上、ご賛同賜りますようお願

い申し上げまして、説明といたします。 

○議長（植木弘行君） 説明が終わりました。 

  本案について質疑を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（植木弘行君） 質疑がないようですので、

質疑を終了することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、質疑を終了し、討論を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 討論がないようですので、

討論を終結することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。討論

を終結いたします。 

  これより採決いたします。 

  発議第11号については、原案のとおり決するこ

とで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（植木弘行君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市長あいさつ 

○議長（植木弘行君） 以上で平成20年５回那須塩

原市議会定例会の議案はすべて終了いたしました。 
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  閉会に当たり、市長からあいさつがあります。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 平成20年第５回那須塩原市

議会定例会の閉会に当たりまして、一言ごあいさ

つを申し上げます。 

  去る12月５日から本日までの18日間にわたり開

催されました第５回市議会定例会も、本日閉会の

運びとなりました。その間、議員の皆様方には、

平成20年度那須塩原市一般会計補正予算のほか、

合わせて23の案件につきまして慎重にご審議をい

ただき、原案のとおりご決定を賜りまして、誠に

ありがとうございました。 

  議案審議の過程や会派代表質問、さらには市政

一般質問の場におきまして皆様から提示されまし

たご意見等につきましては、今後実施を踏まえ十

分に検討させていただきたいと考えております。 

  また、今回の議会では、議案の訂正など事務処

理上の不手際がございました。改めておわびを申

し上げますとともに、今後このようなことが起こ

らないよう十分注意をして取り組みますので、議員

各位の一層のご理解とご協力をお願いいたします。 

  さて、光陰矢のごとしということわざがありま

すが、時間がたつのは本当に速いものです。那須

塩原市が発足をして４年が経過しようとしており、

私の任期も残り２カ月を切ったところであります。

この間、常に市民の目線に立ち、市民と同じ目線

で、公正・公平を旨とした市政の運営に心がけ、

合併後間もない那須塩原市のかじ取りを進めてま

いりました。皆様にお約束をしました事項はおお

むね予定どおり進めることができたものと思って

おります。これもひとえに議員皆さんのご理解と

ご協力の賜物と感謝を申し上げます。 

  幸い私は気力・体力ともに万全でありますので、

これからも引き続き那須塩原市のまちづくりを担

ってまいりたいと考えておりますので、議員の皆

様を初め市民の皆様方の、より一層のご理解とご

協力をお願い申し上げます。 

  経済危機が叫ばれた激動の平成20年も、残すと

ころ10日となりました。議員各位におかれまして

は健康に十分留意をされ、健やかに新年を迎えら

れますようお願い申し上げるところでございます。

新しい年が本当によい年となりますようご祈念を

申し上げ、第５回那須塩原市議会定例会の閉会に

当たってのごあいさつとさせていただきます。 

  大変ありがとうございました。 

○議長（植木弘行君） 市長のあいさつが終わりま

した。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○議長（植木弘行君） 閉会に当たり、ごあいさつ

を申し上げます。 

  去る12月５日から18日間にわたり開会されまし

た平成20年第５回那須塩原市議会定例会は、提出

されました議案につきましてご協力をいただき、

ここに全議案の審議を終了することができました。

各位のご協力に対し、心から御礼を申し上げたい

と思います。 

  また、執行部におかれましては、審議の過程の

中で各議員から出されました意見、要望等十分検

討し、市政に反映されますよう心から要望いたす

ところであります。 

  これをもちまして、本定例会を閉会いたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前１１時４０分 
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  平成２０年１２月２２日 

 

 

      議     長    植   木   弘   行 

 

      署 名 議 員    東   泉   富 士 夫 

 

      署 名 議 員    髙   久   武   男 
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